




　幼児に限らず,歯科保健管理,とくにう蝕についての管理体系を整備すること

は大切なことであるが,それには,検診時点におけるう蝕罹患性の予測をある程

度の確度で行えることは大変役立つものである。

　このため,1 才 6 カ月児歯科検診においては,歯垢付着状態と保育環境との 2

点からそれを推定しようとしている。


